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人社系オープンデータの利活用： 
国文研古典籍データセットを手がかりとして 

 

永崎研宣†1 
 

概要：本稿は，2015 年 11 月にオープンデータとして公開された国文研古典籍データセットの試験的な閲覧システム
の構築を通じて，人文社会科学系オープンデータの利活用について検討することをテーマとしている．具体的には，
OpenSeadragon による Web 画像ビューワの採用，D3.js を用いたタグ連想検索システムの実装，IIIF の適用，といった

実践を例示しつつ，今後の展開について論じている． 
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Leveraging Open Data for Humanities and Social Science 
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Abstract: This manuscript aims to discuss leveraging open data for humanities and social science through a practice to build a 
tentative system for browsing a dataset of Japanese classics which were published from the National Institute of Japanese Literature 
in November 2015. The practice includes adopting OpenSeadragon as a Web image viewer, implementing a search system with 
visualization of tags embedded to the images, and applying IIIF.  
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1. はじめに   

 この数年，オープンデータやそれを基盤とするオープン

サイエンスが喧伝される一方で，デジタルアーカイブが

次々と公費で構築されてその利活用が叫ばれるという，人

文科学とコンピュータというテーマに関わる研究活動に取

り組むこの研究会の成果がまさに必要とされる状況に差し

掛かりつつある．たとえば筆者が 2005 年に述べたように

[1]，この種の技術は日進月歩であり，長く取り組んできた

からといって必ずしも現在有効なソリューションを提供で

きるとは限らないのだが，しかし，何らかの形でこれまで

の蓄積を活かすことでこの大きな社会的動向に貢献するこ

とは多かれ少なかれ可能であると思われる． 
 すでに国立国会図書館が着々とデジタル化資料をパブリ

ックドメインとして公開しつつあり，それらを活かした研

究，あるいは，それらを活かすための研究，といったもの

も行われるようになってきている[a]．しかし，それとはま

た別の文脈で，昨年の 11 月，この領域により近い形で公開

されたオープンデータセットがある．国文研古典籍データ

セットである． 
 国立情報学研究所のデータリポジトリサービス IDRから

公開されたこのデータセット[b]は，日本の歴史的典籍の大

                                                                 
 †1 一般財団法人人文情報学研究所 / International Institute for Digital 
Humanities 
   
 
a http://lab.ndl.go.jp/cms/ 

型プロジェクト，とも呼ばれた，「日本語の歴史的典籍の国

際共同研究ネットワーク構築計画」の成果の一環であり，

自由な再利用が可能なライセンス，CC BY-SA の下で公開

された．350 点の典籍，画像にして約 63,000 コマ，それに

加えて書誌情報や画像へのタグデータ，一部テクストの本

文データ等が加わっていた．なお，本文データは，国文学

研究資料館の古典選集本文データベース[c]において公開

されていたものを中心としているようであった．公開され

た画像データの中には，元の資料をデジタル撮影したカラ

ー画像とマイクロフィルムからデジタル化した白黒のもの

とがあるが，画質についてはいずれもそれなりに拡大して

の利用にも耐えるもののようである． 
 データの分量としては，350 点の典籍として見てしまう

と，計算機で処理しての分析にはやや少ないように感じる

ものの，タグデータや本文データなどは色々な処理が可能

であり，画像として見てみると約 63000 点が提供されてい

る．今後さらに増えていくことが期待されるものの，現状

でも活用例を提示する程度のことであれば可能だろう．そ

こで，筆者としては，これまでに SAT 大蔵経データベース

[d]をはじめとする別のデジタル化プロジェクトにおいて

活用してきた技術のいくつかをこの国文研データセットに

適用してみることで，人文社会科学系（以下，人社系）オ

b http://www.nii.ac.jp/dsc/idr/nijl/nijl.html 
c http://base1.nijl.ac.jp/~selectionfulltext/ 
d http://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/ 
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ープンデータの利活用例として，この領域の現在の一端を

示すショーケースとすることを試みた．とはいえ，まだ十

分に提示できたとは言えず，他にも様々な活用方法が可能

だが，本稿では，ここまで実現できたことについて報告し

つつ今後の課題について論じたい． 

2. データのダウンロードと展開 

 今回扱ったデータは，これまであまり筆者が経験したこ

とのないレベルの容量での公開となった．画像を分野ごと

にまとめた zip ファイルが提供され，１ファイルあたり数

十 GB，これを HTTP でダウンロードできるようにすると

いうのは国立情報学研究所のインフラならではとも言える

かもしれないが，サーバ側の負荷が一時的には相当なもの

になることが予想された．筆者は，公開されたのを知って

すぐに，インターネットに接続されたサーバコンピュータ

上で．再帰モードで zip ファイルのダウンロードを行うよ

うに設定した wget によるデータ取得を開始した．正確な時

間は記録していないが，これには半日ほどを要した． 
 

3. OpenSeadragon のためのピラミッド型タイ

ル画像ファイルの作成 

ダ ウ ン ロ ー ド 終 了 後 ， 最 初 に 取 り 組 ん だ の は

OpenSeadragon を用いた閲覧システムの作成であった．

OpenSeadragon は自在に画像の拡大縮小が可能な Web 用の

ビューワであり，Javascript で動作する[e]．OpenSeadragon
は IIIF（後述）にも対応しており，IIIF サーバを用意すると

いう方法もあり得たが，今回は，まずは簡単に用意できる

仕組みにて提供してみるというコンセプトにより，ピラミ

ッド型タイル画像ファイルを作成してみた．この場合，一

つの比較的大きな画像ファイルに対して，複数サイズのフ

ァイルを用意した上で，規定以上のサイズのファイルをタ

イル画像に分割することになる．今回の場合，たとえば，

6592x4672pixelの画像ファイルに対して 13種類のサイズの

画像が用意され，最大サイズでは画像数が 494 となってお

り，9856x6896pixel の画像ファイルに対しては，15 種類の

サイズの画像が用意され，最大サイズでは画像数が 1053 と

なっている．この分割作業を行うためのスクリプトは

OpenSeadragon の Web サイトにて提供されている[ f]ので，

このうちの一つ，Python で書かれたものを利用することに

した．このスクリプトは一つの画像を変換するためのもの

だったため，複数のディレクトリの中に入っているすべて

の画像に対して再帰的にこのスクリプトを適用するための

スクリプトを作成して，ピラミッド型タイル画像ファイル

の作成を行った．ディレクトリ構成は，国文研オープンデ

ータセットのものをそのまま利用し，それぞれのディレク

                                                                 
e https://openseadragon.github.io/ 
f https://openseadragon.github.io/examples/creating-zooming-images/ 

トリの中にタイル画像ファイルが生成されるようにした．

ディレクトリのこれに要した時間は 8 日と 17 時間 10 分で

あった．この処理時間については，容量の関係上，NAS 上

の画像に対する処理となったためにディスの書き込み速度

がそれほど速くなかったという点に留意されたい． 
 

4. OpenSeadragon サイトの設定 

OpenSeadragon は色々な使い方のできる多機能 Web ビュ

ーワだが，ここではまず，便利に画像を閲覧できるように

することに絞って設定を行った．上述のように国文研オー

プンデータセットとして公開されているディレクトリ構造

をそのまま利用しているため，各典籍を表示する際にディ

レクトリの中を走査してファイルパスをリスト化し，

OpenSeadragon に読み込ませた．また，最初のページと最後

のページの画像のファイルパスも取得してリンクとして表

示させた．これらはいずれも，Web ページのリクエストに

対して HTML ファイルを出力する際に生成されるように

なっている．これに対して「この画像をダウンロード」と

いう機能も付加しているが，このリンクに関しては，閲覧

ページを繰っていくのにあわせてファイルパスを切り替え

ていなかければならない．そこで，ここに関しては

jQuery[g]でダウンロードリンクを生成するようにしている． 
 

5. タグ表示機能 

 国文研オープンデータセットの一部の典籍に対しては，

タグが提供されている．これについては「一部の作品につ

いては，国文学研究資料館で付与作業を行っている，1 枚 1
枚の画像に対する文中の固有名詞のタグ情報も CSV 形式

のデータとして提供いたします．」という説明があり，実際

のところ，各典籍の zip ファイルの中にこの CSV ファイル

が含まれている場合がある．これ以外に，一部の典籍につ

いては翻刻テキストデータも付与されているが，数が少な

いため，今回はこのタグデータについてできるところから

活用例を提示してみることにした．そこで，まずは，見て

いるページにどのタグが含まれているか，という情報の提

示から取り組んでみた．この場合，ユーザが見ているペー

ジを検出して，そのページに対応するタグ情報を CSV ファ

イルから引き出して表示すれば良いということになる．仕

組みとしては，見ているページのファイル名を取得した後，

jQuery でサーバに問い合わせてタグデータを取得するとい

う形をとった． 
さて，ここで問題になったのがページ番号のズレである．

今回提供されているタグの CSV ファイルでは，ページ番号

のルールと公開画像のファイル名・ファイル順のルールと

g https://jquery.com/ 
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がマッチしていないものがいくつかあり，また全体として

もルールが統一されていないようであることが，実装の過

程で判明した．このことが判明するまではタグとページの

ズレはプログラムのバグだと考えて何度も繰り返しプログ

ラムの修正をするというやや大変な事態に陥ったが，今回

はあくまでもオープンデータの活用例を暫定的に提示する

ことが目的であり，データの修正や改良については一次配

布元からの修正に期待するということで，今回，データの

修正は見送ることとした．これにより，タグと表示ページ

との対応はたまにずれていることがあるという前提でシス

テム構築を進めることになった． 
 

6. タグの活用 

 デジタル画像に対してタグを付与する目的は，一般的に

は，何らかの理由により検索用のテキストデータを用意す

ることが難しいために，代わりにタグを検索することで画

像を検索できるようにするということが多いのではないか

と思う．画像の内容が図像だったり，翻刻が大変だったり

するとそのようなことになる場合が多い．今回の画像の内

容の多くはテクストなので，おそらく多くは後者が理由な

のではないかと思われるが，いずれにしても，せっかくタ

グが用意されているので，これを活用してなるべく便利な

形でページ画像を探したり閲覧したりできるようにするこ

とを試みた． 
 
6.1 タグを介したリンクとページサムネイル表示 
 そこでまず，タグ検索を考えたのだが，10666 種，18587
件のタグで，どのような語彙が含まれているかについての

情報がないという状況では，単なるキーワード検索機能を

提供しただけではそもそも検索にヒットするキーワードを

探すだけで一苦労ということになってしまってあまり便利

ではないのではないかと考え，別の手段を検討することと

した．一つは，画像を見ながらタグを見ていく方法であり，

もう一つは，タグ同士に何らかの関連を見つけてそこから

他のタグをたぐり寄せていくという方法である．加えて，

両者の組み合わせというのも考えられる． 
 そこで，まずは，画像を見ながら，同じページにあるタ

グを見て，そのタグを含む別のページを表示するという機

能を実装してみた．これは OpenSeadragon による表示ペー

ジの右側に<div></div>の表示領域を用意して，当該画像

（ページ）に付与されたタグを見た上で全タグリストを検

索して同じタグを含むページのサムネイルを jQuery でロ

ードするという形で実装した．この実装自体はそれほど困

難ではなかったが，タグに付されたページ番号と画像のペ

ージ番号とのずれに関しては，部分的に修正したものの全

                                                                 
h https://d3js.org/ 

体として正確なものとするには至らなかった．これは，正

確なデータが公式に提供された際に入れ替えることで正し

く表示できるようになることを期待しつつも，今回は，あ

くまでも，利用可能な機能のサンプルを提供することが目

的であることから，データの修正に大きなコストをかける

ことを避けることにしたためである． 
 
6.2 タグの関連度の計算 
 上記の方法では，最初にいずれかのページに行かなけれ

ば他のタグは見えてこない．しかも，約 63000 点の画像に

対して 10666 種，18587 件という状況では，タグの数がそ

れほど多くない上に，一つのページ画像に複数タグが付与

されている例や同じタグが複数ページに利用されている例

もそれほど多くないため，結局のところ，閲覧性を高める

という観点での効果はそれほど高まっているとは言えない

状況である．そこで，同じページに付与されている，とい

う観点とは別の，何らかの観点からタグ同士の関連度を見

いだして，それに応じたタグの関連状況を提示するという

方法を採ることにした．しかしながら，タグの内容にはば

らつきが多く，内容から関連度を導き出すことも難しいと

考えられたことから，付与されたページが近い程タグ同士

はより関係が深い，というルールを設定し，それに基づい

たタグ間の関連度を計算し，計算結果を CSV ファイルに書

き出してそれを参照するという方法を採った．そして，閲

覧しているページに付与されているタグのところから最大

で関連度上位 20 件のタグを表示し，さらに，そのタグのデ

ータ全体での登場回数に応じて文字の大きさを変化させる

ようにした（図 1）．これにより，タグの内容を知らずとも，

関連しそうなタグを辿って閲覧できる範囲を大きく広げる

ことが可能となった． 

 
図 1 同じタグを持つページのサムネイルと関連度の高い

タグ上位 20 件の表示例 
 
6.3 タグの関連度を D3.js で表示 
 上記の関連度情報は，D3.js[h]を用いることで関連の仕方

を可視化することも可能である．これはタグをつけるとい

う行為が持つ可能性を提示する上でも重要であると考えた
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ので，やや大変ではあったが，これに取り組んでみた．D3.js
は，よく知られているように，Javascript を利用することに

より Web ブラウザ上でインタラクティブな描画を行う，い

わゆる視覚化用ライブラリであり，その使いやすさと描画

力により，現在では様々な Web サイトで広く用いられてい

る．D3.js の Web サイトには色々なサンプルが提供されて

おり[ i]，ここでは MIT ライセンスで公開されている d3 
process map[ j]に少し手を加えて利用している． 

d3 process map は，オブジェクト間の関係をノードと矢印

で表現するライブラリであり，オブジェクト間の関係を記

述した JSON ファイルを読み込ませることで関係図を表示

してくれる．提供されているスクリプトではオブジェクト

間の関係のみを表示するようになっているが，今回，筆者

は，オブジェクトの大きさを値に応じて変更できるように

スクリプトを改変し，各タグの登場回数に応じてオブジェ

クトのサイズが変更されるようにした． 
表示する内容としては，キーワードに対して関連度上位

最大 20 件までのタグをオブジェクトとして表示し，さら

にそれらの 15 件のタグに対して関連度 30 位までのタグを

2 次関連タグとして表示するようにした（図 2）．そして，

ノードをクリックすると，そのノードのタグが含まれてい

るページ画像のサムネイルが表示されるようにすると同時

に，そのタグ名で検索できるよう，検索窓にそのタグが入

力されるようにした（図 3）．さらに，タグ検索画面にアク

セスした際に，最初にタグ検索結果が表示されるようにし

た．これにより，ユーザがその動作を理解しやすいように

した．この仕組みを今回は「タグ連想検索」と名付けた． 

 

図 2 タグ連想検索システムでの「地蔵菩薩」の検索例 
 

この仕組みを用意したことで，ユーザはどのようなタグ

                                                                 
i https://github.com/mbostock/d3/wiki/Gallery 
j https://github.com/nylen/d3-process-map 
k http://iiif.io/ 
l IIIF コミュニティ参加機関は，原稿執筆時点では国際的に著名な多くの

が提供されているかという前提知識を持たずともタグを利

用してこれらの古典籍を閲覧していくことができるように

なった．一方で，この仕組みを通じて改めて確認されたこ

ととして，今回のオープンデータセットでは，分野が広く，

かつ，タグがまだそれほど多くないために，タグが複数の

独立したネットワークとなってしまうという点が挙げられ

る．いくつかのネットワークの起点になり得るタグの検索

例にアクセスできるように URL リンクを用意しておくこ

とで，とりあえず急場はしのいでいるものの，より抜本的

な解決策が期待されるところである． 
 

 
図 3 上記の検索例でノード「帝釈」をクリックした場合 

 

7. IIIF 対応 

 現在，海外のデジタ ル画像公開機関では， IIIF 
(International Image Interoperability Framework) [k]の採用が

盛んである[ l]．IIIF は，画像を Web 上で共有するためのフ

レームワークであり，現在の所，一定のルールに基づく

URL の記述によってクライアント側から指定した加工を

施した画像を取得できるようにする Image API[m]，提供さ

れる画像に関する様々な情報を JSON 形式で提供する

Presentation API[n]等から成っている．Web サイトを見る限

りでは，他にもいくつか API が準備されているが，それら

はまだバージョンが 1.0 未満となっている． 
 すでに多くの機関が IIIF の API に準拠する形で画像を提

供するようになってきており，フリーでのサーバソフト・

機関を含む 60 機関となっている．See http://iiif.io/community/ 
m http://iiif.io/api/image/2.0/ 
n http://iiif.io/api/presentation/2.0/ 
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クライアントソフトの実装も複数提供されている．とりわ

け，クライアントソフトの Mirador[o]は，各地の画像公開

サーバから画像を取得して表示させることができる多機能

Web 画像ビューワとして，採用が広まってきている．とり

あえず，筆者もまだこれについては勉強している段階だが，

Python によるサーバ実装である Loris IIIF Image Server [p]
を用いて IIIF 対応サーバを構築し，国文研オープンデータ

セットの画像を Image API に対応させた．これにより，た

とえば，図 4 のように URL を指定することで，画像の一部

を拡大して同じ本の版違いの細部を提示して比較するとい

ったことも容易にできるようになっている． 
 

 
図 4 IIIF による版違い本の画像の部分比較の例[q] 

 
現時点では，ユーザが自ら URL を記述しなければ画像

の取得ができない状況だが，URL の生成のみで様々な取得

の仕方が可能であるという機能には大きな可能性が含まれ

ており，これについては今後様々な展開を考えている． 
 

                                                                 
o https://github.com/IIIF/mirador 
p https://github.com/loris-imageserver/loris 

8. 今後の課題として 

ここまで見てきたように，主に，タグデータと画像デー

タを用いていくつかの機能を実装してみた．これまでのと

ころ，本文データについてはまだ何も着手していない．余

力があれば，分析，検索サービスの提供，構造化など，色々

な取組みを試みてみたいと思っているが，筆者自身は国文

学が専門ではないので，独力ではそれほど多くのことはで

きない．むしろ，より国文学に近い方々や，コンテンツに

近い方々の取組みを期待したいところである．また，この

たびオープンデータとして公開されたということは，公開

した人・組織がコンテンツの展開のすべてについてまでも

責任を持たねばならないということはなく，むしろ，いつ

か誰かがどこかで素晴らしいものを作ってくれるかもしれ

ない，という可能性を常に伴っているということになる．

筆者がこのように独自に色々なサービスを試行展開してみ

たように，誰もが自由にこのデータを用いた試行錯誤がで

きるのである．今日はまだ何もなくても，明日，突然，何

か楽しいサービスや素晴らしい発展的なコンテンツが公開

されるかもしれない．オープンデータの醍醐味とはまさに

そこにあり，オープンデータセットを提供したことによっ

てそのような場を日本古典籍に関して創出した国文学研究

資料館には深く感謝する次第である．今後さらにオープン

データセットが質・量ともに拡大し，日本の文化資料がデ

ジタル媒体の時代においてもその存在感を発揮していける

ようになることを期待したい．また，人文科学とコンピュ

ータ研究会に関わりを持つ皆様におかれては，この研究会

におけるこれまでの蓄積とその役割・重要性を広く知らし

めるまたとない機会として，ぜひともこの流れに貢献して

いただけたらと願っている．人社系オープンデータが公開

されることで様々な新たな価値が付与され，公開者の及ぶ

範囲を超えてより広がり深まっていくことが示され，広く

周知されていったなら，今後人社系オープンデータの公開

を検討する人や組織にとっても大きなインセンティブとな

るだろう．それによってさらに人社系オープンデータが増

加していったなら，より一層効果的な活用手法を広く展開

できるようになっていき，そのようにして良い循環が生ま

れていき，やがては人社系データにおいてデータがデータ

を生み出す状況[2]が実現することも期待される．必ずしも

良いことばかりではなく，そこに至るためには，商用コン

テンツをどう連携させていくかということをはじめとする、

より広範なさらなる議論の積み重ねも必要だが，今後のグ

ローバルな知識経済における文化資料の有り様やそこにお

ける日本の役割を確かなものとしていく上で，このような

循環を実現し得る環境を創り出していくことは不可欠であ

り，皆様とともに引き続き精進していきたいと考えている． 

q http://digitalnagasaki.hatenablog.com/entry/2016/02/28/203500 
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